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Ⅰ．はじめに 

看護学科2年生必修科目である「家族援助論」では、家族に関する基本的な知識のほか、

家族看護、家族支援の具体的方法について理解し、地域における家族支援の実際を、主に

ヘルスリテラシー向上の視点からシミュレーションし、地域の人々の健康の維持増進と学

生のヘルスリテラシー向上を目指す内容となっている。これまでは人々が集まる場所に赴

き、学生が直接触れ合ったり、会話したりといった活動であったが、新型コロナウィルス

感染症の拡大により、イベント会場における活動は難しいと判断し、「動画配信」という

新たな形で地域における家族支援の実際を盛り込み、健康教育の動画配信で、地域住民の

ヘルスリテラシーの向上を支援する活動を試みた。 

Ⅱ．活動目的 

 本活動は、教育プログラムの一環で、ヘルスリテラシー向上を意図した、家族支援と地域

活動を結びつけた点に特徴を有している。活動の目的としては2点あげられる。青森県として

の地域特性、家族支援の具体的方法、健康教育の方法を学んだ上で、家族支援という視点を

盛り込み、地域の健康課題解決につながる健康教育を企画・準備・実践し、地域住民に動画

を視聴していただくことにより、学生自身のヘルスリテラシーと地域活動意識の向上を目指

すこと。多様な形態がある家族に対する、学生による様々な教材を用いた健康教育等により、

住民のヘルスリテラシー向上につながることである。 

Ⅲ．活動内容 

 主な内容については以下の通りである。 

第1、2回  オリエンテーション、家族の機能・家族の構造 

第3、4回  家族支援(援助)とは、障害のある子どもと家族看護 

第5、6回  地域で育児をするということ、地域で支援するということ 

第7、8回  地域における家族支援プログラムの企画 

第9、10、11回 地域における家族支援プログラムの準備(教材の作成など) 

第12、13回    地域における家族支援プログラムの実施(動画の撮影、編集) 

第14、15回  振り返り 

 1月25日までに各グループで動画作成をし、テーマごとのプログラムを作成した。青森県立

保健大学18件、弘前大学4件、弘前学院大学1件の計23件の動画がアップロードされた。限定

公開形式で、4つの自治体、2つの団体および教職員にお知らせし、視聴を促した。 



 
【プログラムの一部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【チャネルのコンテンツの一部】 

Ⅳ．まとめ 

限定公開期間中、学生の視聴も含め、722件のアンケートの回答があった。動画のわかりや

すさ、内容の有益さ、家族の健康支援につながる点、情報量、飽きずに見ることができたか、

資料や教材の工夫、表情・声・姿勢、誰かに紹介したい内容か、などの評価項目について多

くの動画が、「とてもそう思う」または「そう思う」との回答であった。限られた時間の中

での動画作成であり、期間が短い限定公開であったが、視聴数も多く、アンケートの内容か

らも有益さが伺われた。新たな形のヘルスリテラシー向上活動として成果があったと考えら

れ、次年度の取り組みについては未定であるが、本活動を参考に検討していく予定である。 

 


